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研究成果の概要（和文）：西アジアの初期農耕社会を考古学的に明らかにするために、環境の異

なる 3 地域（ヨルダン、シリア、アゼルバイジャン）における新石器時代遺跡（紀元前約 9-5

千年）から出土した石器の種類や製作技術を調べると共に、土壌内の微細遺物を分析し、石器

づくりや貯蔵などの場所を推定する研究を行った。この時期に発達した世帯規模の社会集団は、

日常の生産・貯蔵・消費活動だけでなく、遠方から輸入した黒曜石を用いた専業的石器製作、

そしてそれを支える技術伝承においても重要な役割を担っていたことを示す証拠を得た。 

 
研究成果の概要（英文）：This study investigated archaeological records on the early 
agricultural societies in west Asia, particularly focusing on some Neolithic sites (ca. 
9,000-5,000 BC) located under different environmental settings in Jordan, Syria, and 
Azerbaijan. Among the excavated materials from these sites, stone tools were examined 
for their tool composition and production technology. In addition, small-sized refuse 
in sediments was analyzed to specify activity areas, such as for stone-tool production 
and storage in the settlements. The results of the study indicate that social groups at 
the scale of the household developed in early agricultural societies not only for daily 
practices of production, storage, and consumption, but also for the semi-specialized 
production of stone tools from imported obsidian as well as for the transmission of 
specialized technology for obsidian-tool production over generations. 
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１．研究開始当初の背景 

西アジアにおける農耕牧畜の起源は世界
でも 古の事例と考えられており、その解明
を目指して世界中の様々な研究者が一世紀
以上にわったて取り組んできた。その長い研
究史の中で、2 つの大きな研究分野が形成さ
れてきた。１つは、栽培植物や家畜の進化と
いう生物学的観点や、農耕牧畜を行う人間の
行動・居住・技術・施設という考古学的証拠

などを用いて農耕牧畜の発達をたどる研究
である。 
その一方、この発達史という史観を補完

する形で、初期農耕社会の多様性や複雑な
変遷を明らかにする研究が進展してきてい
る。それは、農耕牧畜に関わる活動・技術
の要素だけを抜き出すのではなく、特定の
調査地域を対象に、そこで農耕牧畜活動を
行った人々の生態や社会、それを取り巻く
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環境に焦点を当てる研究である。こうした
研究姿勢は、多様な環境が混在する西アジ
アにおいて特に重要である。というのも、
各環境に適応した様々な生活形態の中で農
耕牧畜が行われた様子が、西アジア各地に
おける遺跡調査の蓄積によって明らかにな
ってきているからである。この様な地域研
究は、農耕牧畜の発達を描く研究とは対照
的に、農耕社会の地域性や歴史的変化をつ
ぶさにたどることを特色とする。 

この様に農耕牧畜史には大きく２つの方
向性が認められるが、本研究は主に後者、つ
まり農耕社会の社会生態学的研究に貢献す
ることを主目的とする。 
 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、初期農村における日常活
動（特に生産、消費、居住、廃棄など）に焦
点をあて、復元された活動の機能的側面と社
会的側面を明らかにすることを通して、当時
の人々の生態や社会を描くことである。人間
活動は自然環境への適応でもあると共に、社
会や文化の産物でもある。特定の社会や文化
の下で生まれ育った人々が、周辺環境に適応
するためにどのような選択を行ったか、とい
う視点で日常活動の説明と理解を試みる。 

それでは、日常活動の復元と理解を積み上
げた先に何が目指されるのだろうか？その
目標は、社会史の考古学的記述である。日常
活動の研究を通して描かれるのは、特定の期
間に繰り返し行われるパターン化（慣習化）
した経済活動や社会交流の姿である。それは、
一定の社会・文化的制約の中で実現された当
時の自然環境への適応手段であると同時に、
それ以前の時代から受け継ぐ歴史的所産で
もある。さらに、人間活動は能動的でもあり、
自然に影響を与えたり社会・文化を再生産し、
後の時代の慣習を生み出す媒体でもある。こ
の能動的側面にも注目することによって、先
験的な一線進化論的視点に代わり、帰納的に
社会の変化を「歴史過程」として説明・理解
すること、その究極の目標が「農耕社会史」
である。 

先史社会を民族誌の枠組みに当てはめる
のではなく、考古学的証拠に基づいて実証的
に記述しようとする研究は、西アジアの初期
農耕村落に関しては意外に数少ない。本研究
は、先史農耕村落の複雑な変遷に対する理解
を深めるために、世帯を単位とした日常活動
に着目する。世帯活動や世帯規模、世帯間関
係の変化が、集落の規模や分布として表れる
より大きな社会変化と深く関わっていたと
考えられるからである。この仮説を検証する
という目的に沿って、本研究は効率的・組織
的に日常活動の研究を行う。 
 

３．研究の方法 
(1)活動の選定：道具製作、食物加工、掃除
活動 

日常活動には非常に多種類の行為が含ま
れるが、特に道具製作と食物加工、掃除活動
に関して民族考古学的な研究が進んでいる。
つまり、これらの活動が周辺環境や居住形態、
さらに社会や文化の影響をどう反映するか
（または社会や文化に影響を与えるか）とい
う点について、民族誌に基づく研究蓄積があ
る。 

特に、日常活動に関わる技術と空間利用と
いう側面が重要である。日常活動を行う際、
「どのような技術（しぐさ）を用いて、どこ
で活動を行うのか？」という意思決定に対し
て我々は、当座の目的や周辺の物質環境を考
慮すると同時に、社会文化的影響から身に染
みついた慣習にも従う。したがって、日常活
動に関わる How と Where の側面を明らかにす
ることによって、その背後にある機能的ある
いは社会的背景への糸口を得ることができ
る。 
 

(2)日常活動の復元方法：多種類の考古資料の
分析、そして相互のクロスチェック 
日常活動を復元するためにどのような考古
学的証拠を得るべきだろうか？考古学的証拠
は絶対ではなく、現在残された物的痕跡から
類推することによって導かれた過去の出来事
に対する一種の仮説である。この仮説は一回
性の歴史的出来事に関するので、追認実験に
よって確認することが事実上不可能である。
こうした考古学研究の限界を見極めつつ、よ
り説得力のある証拠を提出するためには、複
数種類の証拠の間で仮説のクロスチェックを
することが重要である。従って、本研究でも
以下に挙げる多種類の資料の獲得と分析を行
った。 
・打製石器、磨製石器、土器、炭化植物、動

物骨、微細遺物（石器、土器片、動物骨、
植物遺存体）、土壌の微細形態、遺構（建
築物や貯蔵庫など） 

 
(3)日常活動の機能性と社会・文化性の解釈

 
 
図1 考古資料から日常活動の一部を復元し、 
その機能性と社会性を議論する方法の模式図 



方法 
以上の方法で復元された日常活動の機能

性と社会・文化性に関する解釈をより正確に
行うため、次の方法を取った。まず、遺跡内
外の物的環境に照らし合わせることによっ
て、活動の機能的説明を行う。その次に、機
能的な理由だけでは説明しきれない技術や
空間利用のパターンに対して、社会・文化的
な説明を提示する。 
 
 
４．研究成果 
（1）北ヨルダン、ジクラブ渓谷の小型農村
遺跡群が形成した社会 

地中海性環境帯に位置するジクラブ渓谷
では、農耕起源と共に拡大・複雑化の過程を
遂げた初期農耕村落が一度「崩壊」した後の
社会を示すと考えられる小型農村遺跡が発
見されている（後期新石器時代、約 7,500 年
前）。トロント大学の E.B.バニング教授との
共同調査の体制をとりながら、タバカト・ア
ル＝ブーマ遺跡とアル＝バサティン遺跡を
対象に、穀物収穫具などの石器製作活動（技
術と活動場）の分析を通して、農村間や世帯
間の社会交流について論じた。 

特に、アル＝バサティン遺跡において敷石
床の上に集中して発見された約 200点の石器
の種類や形態、製作技術の分析を進めた（図
2）。その結果、後の時代に専業的に製作され
る鎌刃のデザインや製作技術への変化の兆
しみられることが分かった。この証拠に基づ
き、後期新石器時代の社会を構成する小型農
村では、道具製作技術や文化が停滞していた
わけではなく、土器製作や石器技術の改良が
個々の世帯・農村単位で行われていた、とい
う新たな見解を発表した。 
 

 

（2）シリア、セクル・アル＝アヘイマル遺
跡における黒曜石の石器製作活動 
ヨルダンに比べて雨量が多く植生が豊富

な沖積地に立地した当遺跡は、約 9,000 年～
8,500 年前に営まれた中規模（約 4.5ha）の
初期農村遺跡である（調査代表：西秋良宏教
授、東京大学）。農業の発達に伴って拡大・
複雑化した農村の例であるが、その社会にお
いてどれだけ専業化が進んでいたかが問題
になっている。 
その証拠の 1つとして、石器製作の専業度

を研究した。黒曜石や細粒フリントは遠方か
ら輸入され、在地石材とは異なる押圧剥離技
術で加工された。この加工の担い手として、
石器製作や石材交易の専業者の存在が指摘
されている。その考えを検討するため、押圧
剥離製細石刃（図 3）の製作屑を調べ、その
内容や空間分布、コンテクストを明らかにす
ることによって、細石刃製作の場所と頻度、
規模を推定した（図 4）。 

具体的には、この遺跡の発掘調査によって
得られた土壌標本に含まれる 1cm以下の微細
遺物（石器や骨、貝、石膏片）の数量とサイ
ズの計測を行った。その結果、黒曜石を用い
た押圧剥離製細石刃の製作の規模は小さく、
その製作場もワークショップというよりは、
穀物や家畜利用に代表される日常活動の場
所で行われたことが分かった。 
この結果は、専門的な石器製作組織が当時

存在しなかったことを示唆する。しかしなが
ら、押圧剥離製細石刃の製作屑は、特定の住
居の近郊に伴って出土しており、しかもその
住居が立て替えられても継続して共伴して
いる。これは、ある特定の世帯において、世
代を超えて黒曜石製細石刃の製作技術が伝
承されていたことを示唆する。これは、世帯
を単位とした低レベルの専業化と解釈でき
るものである。 

 
 

図 2 アル＝バサティン遺跡出土の石器の
接合資料。穀物収穫用の鎌刃の製作に適し
た縦長の石器を作る技術を示す。 

図 3 セクル・アル＝アヘイマル遺跡出土
の黒曜石（左2つが石核、右2つが細石刃）。
押圧剥離技術によって製作された。 



（3）アゼルバイジャンにおける新石器化と
その技術・社会的側面 

アゼルバイジャンを含む南コーカサス地
域は、西アジアの中でも 古の農耕牧畜の起
源地と目される東アナトリアに近いにも関
わらず農耕起源の過程が明らかになってい
ない「研究フロンティア」である。 

現在分かっている 古の初期農耕村落の
遺跡の 1つがギョイテペである（約 7,500 年
前）。この遺跡の発掘を 2009年から開始し（調
査代表：西秋良宏教授、東京大学）、南コー
カサスにおいて農耕牧畜が発達した年代や、
栽培家畜化された動植物、初期農耕民の生活
様式について明らかにする研究を行ってき
た。 

本研究課題の一環として、食物加工具の製
作や使用に関わる技術を調べると共に、住居
内外で行った活動内容を明らかにするため
に、床面や貯蔵容器内から採取した土壌標本
に含まれる遺物や微細層位の分析を専門家
と共同で行った。2011 年 7 月～8月の発掘調
査では、泥レンガ壁による建築物の構造を明
らかにしたほか、建築物内外で行われた活動
を明らかにするために、遺物分布の詳細な記
録や土壌標本の採集を行った（図5と6）。2012
年 1 月の現地調査では、これまでに発掘され
た石製の食物加工具の記録と整理を行った。 
また、2012年度の特筆すべき成果として、

ハッジ・エラムハンル遺跡の発掘を行い、建
築物の記録と、遺物や年代測定試料の回収に
成功した（図7）。既に得られたC14年代測定値
はギョイテペよりも数百年古いという結果が
得られており、当遺跡の物質文化や生業活動
の解明は、西アジアにおける農耕牧畜起源の
新たな側面を明らかにする第一級の標本とな
りうる。特に、狩猟具や穀物収穫具、穀物加
工具として使用された石器の種類や製作技術
の研究を進めた。 
 
 
 

 
  

図 4 セクル・アル＝アヘイマル遺跡の建築
物平面図と黒曜石の分布状況 

 

図 5 ギョイテペ遺跡で発掘された円形住居と
貯蔵庫群 

 
図 7 ハッジ・エラムハンル遺跡の発掘区
（2012年8月）。発掘区内に泥レンガ建築物（約
8千年前）が見える。 

図 6 貯蔵庫の底から採取した土壌サンプルの
断面とその薄片スライド。微細な植物遺存体の
検出から、ムギが貯蔵されていたことが分かっ
た。 
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〔図書〕（計 1件） 
(1) 門脇誠二（2013）（共著）六一書房『ホ

モ・サピエンスと旧人―旧石器考古学か
らみた交替劇』21-37頁 

 
〔その他〕 
アウトリーチ活動 
(1) 平成 24 年度ひらめき☆ときめきサイエ

ンス（企画番号 HT24102） 
実施代表者として「河原の石で包丁を

つくろう！石器づくりから学ぶ文化と
自然」の活動を 2012 年 10 月 27・28 日
に行った。 

(2) 科学技術振興機構（JST）平成24年度 科
学技術コミュニケーション連携推進事
業 機関活動（企画番号 240085） 
連携機関の代表として Hands On3「観

測知にふれるハンズオン・ギャラリー」
の活動を 2012 年 7 月 8 日と 10 月 20 日
に行った。 

(3) 科学技術振興機構（JST）平成23年度 科
学技術コミュニケーション連携推進事
業 機関活動（企画番号 2305060） 
連携機関の代表として Hands On2「進

化にふれるハンズオン・ギャラリー」の
活動を 2011 年 7月 18日と 12月 17日に
行った。 
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